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令和６年度教育研究リーダー養成研修実施要項 

 

１ 目的  

  理論的・実践的な教育研究を通して、課題解決能力と同僚性の構築力を身に付けたミドルリーダー

の育成を目指す。 

２ 主催 

  愛知県総合教育センター 

３ 期日 

 (1) 全体研修：５日 

令和６年５月１７日（金） ７月２２日（月） ８月２日（金） ８月１９日（月）  

令和７年２月１４日（金） 

※５月１７日（金）は開講式を併せて行う。 

※２月１４日（金）は成果発表会、閉講式を併せて行う。 

 (2) 個別研修：３日 

   ７月２３日（火）から１２月２５日（水）までの間で３日 

   ※受講者と指導所員が日程を調整の上、実施する。 

(3) 所属校への訪問研修：２日 

   原則として、 

  ①６月３日（月）から７月５日（金）までの間で１日 

  ②９月２日（月）から１１月２０日（水）までの間で１日 

   ※管理職と指導所員が日程を調整の上、実施する。 

４ 会場 

 (1) 愛知県総合教育センター 

愛知郡東郷町大字諸輪字上鉾６８番地 

 (2) 受講者の所属校 

５ 研修内容及び日程 

別紙１のとおり 

６ 受講者 

  小・中学校教員   ２０人 

  高等学校教員    １０人 

  特別支援学校教員   ３人 

  合計        ３３人 

※受講者名簿・・・別紙２参照 

７ 旅費等 

(1) 旅費については、各学校において職員等の旅費支給規程に基づき支給する。 

 (2) 来所の際は、できる限り公共交通機関を利用する。 

８ 欠席等の手続き並びに特別警報、暴風警報発表時及び地震等における研修事業の取り扱い 

  総合教育センターウェブページ掲載の「令和６年度研修事業案内」６ページから７ページ「◆受講

に当たっての留意事項」を参照する。 

９ 修了証書 

  この研修を修了した受講者に修了証書を授与する。 

10 その他 

(1) 研修の受講に当たって、支援や配慮等の必要があれば、下記担当まで御相談ください。 

(2) 受講者は、課題シート（別紙３）を作成し、５月１７日（金）に８部持参してください。 

(3) 総合教育センターは敷地内全面禁煙です。御理解と御協力をお願いします。 

(4) 研修の実施方法に関わらず、研修の受講にふさわしい服装で参加してください。 

 

担当 研究部経営研究室（杉山） 

                         電話 ０５６１－３８－９５０３（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）  



【別紙１】

No.１

講座名 講座番号 47

日数 受講人数 担当者

期　日

研修形態

9:00 受付 大講義室 担当所員 受付 受付

16:30

５月１７日(金) ７月２２日(月) ８月２日(金)

指導所員

全体研修②

第13・14講義室

講師等場所 講師等 内　容

研究部長 部長講話

全体研修③

相談部長

場所

全体研修①

講師等

第13・14講義室

内　容

担当所員

担当所員

情報端末使用に
ついて、諸連絡

講義
「ミドルリーダー
の役割」

第13・14講義室

自主研修自主研修 第13・14講義室
図書資料室

グループ協議③
「研究構想につい
て」

第13・14講義室

※提出物確認

指導所員各室

所員８人
小学校教
諭３人
中学校教
諭１人
高等学校
教諭２人
特別支援
学校教諭
１人

第13・14講義室

※提出物確認

休憩休憩

第13・14講義室

図書資料室

休憩

指導所員との打
ち合わせ

指導所員

所員８人

図書担当図書資料室の利
用について

（研究部前）※提出物確認

指導所員

令和６年度教育研究リーダー養成研修内容及び日程

教育研究リーダー養成研修

10日 小・中20人 高10人 特支3人  計33人 杉山　寛仁

目　的   理論的・実践的な教育研究を通して、課題解決能力と同僚性の構築力を身に付けたミドルリーダーの育成を目指す。

12:20

第13・14講義室 担当所員

内　容

第13・14講義室

時　間

開講式
  所長挨拶・講
話

9:30

9:40

諸連絡

部長講話

担当所員諸連絡

第13・14講義室

場所

第13・14講義室 第13・14講義室

10:00

9:50

講義
「研修のねらい」
・課題解決能力
　の確立
・同僚性の構築

大講義室 関係所員

演習②
「研究の構想」
・研究構想図
・研究の組織化
・研究の系統化

12:30

第13・14講義室11:10
11:20

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

10:25

大講義室

講義「教育研究
の進め方・まとめ
方」

第13・14講義室 研修部長
教育研究
担当

演習①
「主題・仮説･手
だての整合性」

担当所員

第13・14講義室 大学院教
授

担当所員

研修部長

第13・14講義室 担当所員

講義
「ミドルリーダーに
よるＯＪＴの実践に
ついて」

第13・14講義室

13:30

16:00

グループ協議①
「研究の課題設
定について」

各室

グループ協議②
「主題・仮説･手
だての整合性に
ついて」

所員８人

指導所員との打ち
合わせ

第13・14講義室
図書資料室

（研究部前）

各室

（研究部前）

指導所員指導所員との打
ち合わせ

15:30

－3－



【別紙１】

No.２

講座名 講座番号 47

日数 受講人数 担当者

期　日

研修形態

講師等

9:00 受付 場所
9:00 受付 研究部前

9:30

休憩

16:30

講師等

場所

第１情報
教育討議
室、図書
資料室他

第13・14講義室

指導所員

第13・14講義室

図書資料室
指導所員

第13・14講義室

自主研修
指導所員との打ち合わせ

12:00

関係所員講堂

グループ協議④
「検証方法につ
いて」

８月１９日(月)

内　容

自主研修
指導所員との打ち合わせ

場所 内　容時　間

受付

小・中20人 高10人 特支3人  計33人

令和６年度教育研究リーダー養成研修内容及び日程

個別研修
①～③

第1～7講義室

14:50

視聴覚室

第13・14講義室

各室

担当所員

指導所員との反
省会
（最終振り返り）

13:30

オリエンテーショ
ン

15:30

15:00

閉講式自主研修

14:40
諸連絡

関係所員

研究部長総括

指導所員指導所員との打
ち合わせ 担当所員

各室

（研究部前）

講堂

視聴覚室

諸連絡 講堂

※提出物確認

16:00

12:30

14:20

休憩

成果発表⑦

成果発表⑧

演習③
「資料分析の仕
方」

小学校教
諭３人
中学校教
諭１人
高等学校
教諭２人
特別支援
学校教諭
１人

（講堂）※提出物確認

16:20
16:30

12:00

休憩

15:20

所員８人

第１～７講義室 全職員第13・14講義室

9:30

  理論的・実践的な教育研究を通して、課題解決能力と同僚性の構築力を身に付けたミドルリーダーの育成を目指す。

教育研究リーダー養成研修

目　的

諸連絡
「研究実践に向
けて」

第13・14講義室

10日

講師等

杉山　寛仁

全体研修⑤

成果発表①

成果発表②

成果発表③

成果発表④

成果発表⑤

成果発表⑥

訪問研修
①・②

内　容

　・管理職との面談
　・授業等の公開
　・指導所員との協議、
    打ち合わせ

　　※おおよそ２時間程度

各所属校

第１情報
教育討議
室、図書
資料室他

指導所員

指導所員

13:00

２月１４日(金)

担当所員第13・14講義室諸連絡

場所

13:00

担当所員第13・14講義室

内　容

全体研修④

11:00
11:10

11:30

10:00

講師等

 講義
「研究組織力に
ついて」

担当所員

大学院教
授

10:30

原則として、

個別研修（３日）

７月２３日（火）～１２月２５日（水）

※土日、祝日と全体研修日、８月１３日

（火）～１６日（金）、あいちウィーク、

センター研究発表会前日と当日を除く

所属校への訪問研修（２日）

①６月３日（月）～７月５日（金）

②９月２日（月）～１１月２０日（水）

－4－



令和６年度【教育研究リーダー養成研修　研修カリキュラム】
期　日 課題 同僚性の構築 研究進捗の目安

【講義】
「研修のねらい」
　※同僚性の構築について

【グループ協議①】
「研究の課題設定について」
＊研究計画書を基に、内容
　 面を協議する。

　

＊研究計画書に記入後、指導
　所員の指導を受ける。修正
　を繰り返しながら、研究の
　見通しを立てる。

○実態調査の実施と結
　果の分析
○研究計画の見通し

     ＊研究計画書の完成後、
　　　主題、仮説、手だてシー
　　　トを作成する。

○目指す児童生徒像の
　明確化
○仮説・手だての設定

　

○理論部分の執筆開始
（主題設定の理由等）
○具体的手だての設定
○検証方法、検証内容
　の設定

【講義】
「ミドルリーダーによ
　るＯＪＴの実践につ
　いて」

【演習②】
「研究の構想」
＊主題、目指す児童生徒
　像に向かうための実践
　計画及び手だて等を構
　想図に示す方法を学
　ぶ。

【グループ協議③】
「研究構想について」
　研究構想図を基に、研究
　の柱、実践計画、手だて
　等と研究組織について、
　協議する。

○研究の構想の確認
○校内研究の組織の
　確認

　　　＊研究の全体像を表
　　　　すことができるよ
　　　　うな構想図を作成
　　　　するとよい。

○手だてと検証計画の
　検討
○研究構想図や単元構
　想図などの作成

【講義】
「授業洞察力向上講座」
（R5）

【演習】
「授業洞察の進め方」
＊授業記録や学習指導案
　を基に授業洞察の過程
　を演習を通して学ぶ。

【グループ協議】
「ミドルリーダーとしての
　取組について」
　修了生を交え、それぞれ
　の具体的な取組について
　協議し、課題や改善策を
　見いだす。

※内容が変更される
　場合あり

　

○実践に向けての準備

【講義】
「研究組織力について」

【グループ協議④】
「検証方法について」
＊中間報告書①を基に、研
　究の方法について協議す
　る。

○実践後の検証への準備
○理論部分執筆完了

○資料の整理・分析

　

○研究の考察への方向
　付け
○実践部分のプロット
　立て
○実践部分以降の執筆

○研究報告書執筆
○資料の分析
○結果と考察のまとめ

【講義】
「授業洞察力・研究マ
　ネジメント力向上講
　座」（R5）

【演習】
「教育実践の諸課題の解決
のための校内研究の充実」

【グループワーク】
「同僚性の見直し」
＊校内における人間関係図を
　作成し同僚性を見直すこと
　で、今後の人間関係の構築
　に生かせるようにする。

※内容が変更される
　場合あり

○研究報告書の表記の
　統一

　　＊１月15日（水）提出 ○研究報告書の完成

　　＊２月５日（水）提出

【全体研修】⑤
　２月14日(金)

閉
講
式

【グループ協議⑤】
「研究の成果と研修での学
　びの還元方法について」

○研修での学びを所属
　校や地域で生かす、
　広げる

＊他の受講者の発表を聴くことで、自らの研究について振り返る。

＊教育研究リーダー養成研修の目標①『課題解決能力の確立』②『同僚性の構築』

【講義】
「研修のねらい」
　※課題解決能力の
　　　確立について

【講義】
「教育研究の進め
　方・まとめ方」

○主題、仮説、手だて
　の整合の再確認

○研究課題、研究の方
　向性の吟味
○校内研究体制の確認

【講義】
「ミドルリーダーの
　役割」

【演習①】
「主題・仮説・手だての
　整合性」
＊主題と仮説・手だてと
　の関係について、例題
　を用いて整合性の確認
　の仕方を学ぶ。

＊主題、仮説、手だて
　の見直しを行い、修
　正をする。
＊手だてに対して、ど
　の方法でどのように
　検証するのか考えて
　おく。

【全体研修】①
　５月17日（金）

開
講
式

【訪問研修】①
　６月３日（月）
　　～７月５日（金）

【グループ協議②】
「主題・仮説・手だての整
　合性について」
　①目指す児童生徒像・手
　　だてと仮説の整合
　②主題と仮説の整合

○研究の方向性の
　再確認

【自主研修】＜内容例＞
・研究授業や活動場面の構想を練る（充実した資
　料とするためにも校内での研修等を活用）。

【全体研修】②
　７月22日（月）

【講義】
「研究組織力について」

【演習③】
「資料分析の仕方」
＊事例を通して、効果的
　な資料分析の方法を学
　び、研究の進め方やま
　とめ方に生かす。

【個別研修】
　７月23日（火）
　　～12月25日（水）

【個別研修】
　７月23日（火）
　　～12月25日（水）

＊研究主題と仮説
  ・手だて、研究
  構想や単元構想、
  授業実践計画や
  活動計画を簡潔
  に中間報告書
  にまとめる。

【自主研修】＜内容例＞
・目指す児童生徒像に向けて有効だと思われる
　手だての検討、研究主題・仮説の吟味。
・先行実践事例の研究。

【自主研修】＜内容例＞
・目指す児童生徒像にせまる教材や題材、活動の
　模索と吟味。
・手だてを位置付けながら研究構想を練り直す。
　必要があれば、仮説、手だての見直しを図る。

【全体研修】③
　８月２日（金）

オプション講座
　※未定
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【個別研修】
　７月23日（火）
　　～12月25日（水）

＊実践の振り返りをするとともに、資料の整
　理・分析をする。

２    学    期    実    践

【訪問研修】②
　９月２日（月）
　　～11月20日（水）

　　＊12月中をめどに原稿を完成し、指導所員の指導を受け、修正する。
　 　 その後、校内で決裁を受け、総合教育センターへ提出。

【自主研修】＜内容例＞
・中間報告書を基に研究報告書を執筆する。
＊期日は実践の終了後がよい。

　　　　　　　　　　　＊「コンテンツ表記上の統
　　　　　　　　　　　　一事項」で必ず確認する。

【個別研修】
　７月23日（火）
　　～12月25日（水）

成果発表会

【全体研修】④
　８月19日（月）

オプション講座
　※未定

＊研究協議等により研究内容、研究体制、成果還元など研究の方向性について、見通しをもち研究計画を作成する。

＊実践や協議等から研究のまとめに向かう具体的な内容について、検討をする。

研究計画書
作成

主題、仮説、手だて
シート作成

主題、仮説、手
だてシート完成

研究構想図
作成

研究構想図の完成

中間報告書作成

報告書プロット作成

研究報告書・研究抄録 提出

発表スライド 提出
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令和６年度教育研究リーダー養成研修開講式実施要項 

 

１ 期日   

令和６年５月１７日（金） 

 

２ 会場   

愛知県総合教育センター大講義室 

 

３ 出席者   

総合教育センター 

所長、次長兼総務部長、研究部長、研修部長、相談部長、経営研究室長、各部代表者 

受講者 

教育研究リーダー養成研修 ３３人（小中学校２０人・高等学校１０人・特別支援学校３人） 

 

４ 日程 

時間 内    容 

9:00 

 

9:30 

受付                                     （大講義室） 

9:30 

 

9:50 

オリエンテーション                              （大講義室） 

9:50 

 

10:05 

開講式 （1） 開式のことば  （2） 所長挨拶  （3） 閉式のことば             （大講義室） 

10:05 

 

10:20 

所長講話                所    長  山脇 正成      （大講義室） 

10:25 

 

11:10 

講義「教育研究の進め方・まとめ方」   研究指導主事  三浦 千加子 （第13・14講義室） 

11:20 

 

12:20 

講義「ミドルリーダーの役割」      名古屋大学教授  柴田 好章  （第13・14講義室） 

12:20 

 

12:30 

情報端末使用について、諸連絡      研究指導主事  杉山 寛仁  （第13・14講義室） 

12:30 

 

13:30 

昼食・休憩 

13:30 

 

15:30 

グループ協議①「研究の課題設定について」研究指導主事  杉山 寛仁  （第13・14講義室） 

15:30 

 

16:00 

図書資料室の利用について        研究指導主事  山田 和幹     （図書資料室） 

16:00 

 

16:30 

指導所員との打ち合わせ                               （各室） 
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令和６年度教育研究リーダー養成研修閉講式実施要項 

１  期日   

令和７年２月１４日（金）  

２ 会場   

愛知県総合教育センター講堂 

３ 出席者   

総合教育センター 

所長、次長兼総務部長、研究部長、研修部長、相談部長、経営研究室長、各部代表者 

受講者 

教育研究リーダー養成研修 ３３人（小中学校２０人・高等学校１０人・特別支援学校３人） 

４  日程 

時間 内    容 

9:00 

9:30 
受付                              （第13・14講義室） 

9:30 

9:55 
諸連絡・発表会準備                       （第13・14講義室） 

10:00 

10:20 
成果発表①                          （本館２階各講義室） 

10:25 

10:45 
成果発表②                          （本館２階各講義室） 

10:50 

11:10 
成果発表③                          （本館２階各講義室） 

11:15 

11:35 
成果発表④                          （本館２階各講義室） 

11:40 

12:00 
成果発表⑤                          （本館２階各講義室） 

12:05 

12:25 
成果発表⑥                          （本館２階各講義室） 

12:30 

13:30 
昼食・休憩 

13:30 

13:50 
成果発表⑦                          （本館２階各講義室） 

13:55 

14:15 
成果発表⑧                          （本館２階各講義室） 

14:20 

14:40 
総括           研究部長   石川 宏樹           （視聴覚室） 

14:40 

14:50 
諸連絡          研究指導主事 杉山 寛仁           （視聴覚室） 

14:50 

15:20 

指導所員との反省会                            （各室） 

※閉講式代表者のみ、１５：１０からリハーサル（講堂） 

15:20 

15:30 
オリエンテーション                             （講堂） 

15:30 

16:00 
閉講式                                  （講堂） 

16:05 

16:20 
諸連絡                                  （講堂） 
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令和６年度教育研究リーダー養成研修確認事項 

１ 受講者の主な活動について 

(1) 来所 

ア 全体研修日は、受付で出勤簿にサインをし、会場に入ってから配付資料を確認する。 

  イ 個別研修日は、教育情報棟３階の研究部前で出勤簿にサインをし、指導所員と当日の研修内容 

及び研修場所の打ち合わせをする。 

(2) 研修中 

ア 名札を着用し、研修日ごとに返却する。 

  イ  飲食は、指定された場所で行う。 

  ウ  トイレや研修場所等の節電に協力する。 

  エ  全体研修以外の研修場所は、第１情報教育討議室及び図書資料室とする。 

第１情報教育討議室、図書資料室では、資料の検索、研究報告書の作成等を行ってもよい

が、印刷については指導所員に申し出て行う。 

※ 外部メディアを使用する場合は、必ずウィルスチェックを行い、ウィルスに感染していな

いことを確認してから使用する。 

※ 第１情報教育討議室が使用できないときは、研究部前に変更の部屋を示しておく。 

  オ  研修時間         ９：30～16：30 

    休憩・準備時間（個別研修）12：00～13：00 

           （全体研修）12：30～13：30 

   ※節電のため、電源オフに努める。 

カ 遅刻した場合は、主務者に報告する。 

  キ 研修中にセンター外に出る必要がある場合は、指導所員の指示に従う。 

(3) 退所 

    指導所員とその日の提出物を確認し、打ち合わせ後、退所する。なお、指導所員が不在の場合

は、副指導所員もしくは主務者等の指示に従う。 

 

２ 全体研修（５日） 

  ①５/17（金）開講式 ②７/22（月） ③８/２（金） ④８/19（月） ⑤２/14（金）閉講式 

 

３ 個別研修（３日）及び訪問研修（２日）の設定の仕方 

研修 期間及び日数 備考 

個別研修 

７月23日（火）から12月25日（水）ま

での間で３日 

※土日、祝日と全体研修日、８月13

日（火）～８月16日（金）、あいち

ウィーク、センター研究発表会前

日と当日を除く 

・１学期中～全体研修②までに、所

属長、指導所員と相談の上、設定

する。 

・報告：指導所員→主務者 

※オプション講座（名古屋大学）を

個別研修の１日に充てることもで

きる（夏期・冬期予定）。 

※３日のうち１日は、オンライン研

修も可とする。 

訪問研修① 
６月３日（月）から７月５日（金）ま

での間で１日 

・全体研修①またはその近日中に、

所属校、指導所員と相談して決定

する。 

・報告：指導所員→主務者 

訪問研修② 
９月２日（月）から11月20日（水）ま

での間で１日 

・夏季休業中または研修予定の１か

月前までに、所属校、指導所員と

相談して決定する。 

・報告：指導所員→主務者 

※ 課業日に個別研修を設定する場合は、所属長・指導所員と協議し、了承を得ること。 
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４ 課題・提出物について 

課題・提出物 期 日 
提出先 

（方法） 
備   考 

研修記録 翌課業日 
指導所員 

（データ） 

・研修の翌日（週末の場合は翌週明け）に

電子メールなどで提出する。 

【別紙３】課題シート 

「目指す児童生徒像」 

５月17日

（金） 

各グループ 

（紙媒体） 

・研修前に作成し、紙媒体を８部印刷し

て持参する。 

受講者個票 
７月22日

（月） 

主務者 

（データ） 
・必要事項を記入し、期日までに電子メ

ール等で送付する。 

情報端末持ち込み使

用管理票 

７月22日

（月） 

情報担当者 

（紙媒体） 

※個別研修等で、センターにＰＣ端末や

ＵＳＢメモリを持ち込む予定者は必ず

提出する。 

研究計画書 
７月22日

（月） 

指導所員 

（データ） 

（紙媒体） 

・５/17（金）の研修後、課題シート「目

指す児童生徒像」を基に作成する。 

・指導所員の指導を受けて完成させ、期

日までに電子メール等で提出する。 

・７/22（月）の演習で使用するため、紙

媒体１部を持参する。 

主題・仮説・手だて 

シート 

８月２日

（金） 

指導所員 

（データ） 

・７/22（月）の演習で作成する。 

・グループ協議での検討と指導所員の指

導を受けて修正し、期日までに電子メ

ール等で提出する。 

研究構想図 
８月19日

（月） 

指導所員 

（データ） 

・８/２（金）の演習で作成する。 

・グループ協議での検討と指導所員の指

導を受けて修正し、期日までに電子メ

ール等で提出する。 

研究中間報告書 

①８月19日 

（月） 

各グループ 

（紙媒体） 

・８/19（月）までに作成し、当日は紙媒

体８部を持参する。 

・グループ協議での検討と指導所員の指

導を受けて完成させ、８/30（金）まで

に電子メール等で提出する。 

②８月30日

（金） 

指導所員 

（データ） 

研究報告書 

研究抄録 

１月15日

（水） 

主務者 

（データ） 
・指導所員の指導を受けて作成する。 

成果発表会パワーポ

イント 

①２月５日

（水） 

①主務者 

（データ） 
・研究報告書を基に簡潔にまとめる。指

導所員の指導を受けて完成させる。 

・当日は紙媒体20部を持参する。 
②２月14日

（金） 

②各講義室 

（紙媒体） 

※ 提出物、事前課題の様式については、愛知県総合教育センターウェブページの長期研修か

らダウンロードすることができる。 

 

５ その他 

(1) 全体研修日に校務等の都合により欠席する場合には、欠席届（研修事業案内96ページ、様式７）

を提出する。なお、緊急の場合は、総合教育センター研究部に電話連絡をして、後日欠席届を提

出する。 

(2) 予定をしていた個別研修日に欠席する場合には、指導所員と連絡をとり、代替日の決定をする

とともに、主務者にも連絡をする。 

【連絡先】 

教育研究リーダー養成研修主務者 研究部経営研究室 杉山 寛仁 

電話：0561-38-9503  電子メール：hiroto_sugiyama@pref.aichi.lg.jp 

mailto:hiroto_sugiyama@pref.aichi.lg.jp
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令和６年度教育研究リーダー養成研修 研修記録（振り返り） 

受講者番号［   ］学校名（              ） 名前（      ） 

全体研修 訪問研修 個別研修 

① ② ③ ④ ① ② ① ② ③ 

5/17 7/22 8/2 8/19 / / / / / 

         

※該当研修日の欄に「○」を付ける 

本日の研修テーマ  

分
かったこと・

学
ん
だ
こ
と 

※ 研修の中で、新たな学びや印象に残ったこと等を記入 

 

 

 

 

 

 

疑 

問 

点 

※ 用語、内容等で疑問に思ったことを記入 

今
後
の
課
題 

※ 課題に思ったことを記入 

感 

想 

※ 一日の研修を終えての感想を記入 

 

 

［所見］ 

 

 

 

指導所員 
確認欄 

※ 受 講 者：記録を入力し、翌稼業日までに指導所員へデータを送付                

※ 指導所員：所見を入力し、一週間以内に受講者と主務者へデータを送付 



課題シート「目指す児童生徒像」（事前作成）                    【別紙３】 

 

- 11 - 

 

・事前に作成します。５/17（金）全体研修①で使用するため、紙媒体８部を印刷し、持参します。 
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令和６年度教育研究リーダー養成研修 受講者個票 

受 

 

講 

 

者 

受講者番号 

ふ  り  が  な 

年 齢（R7.3.31現在） 

氏               名 

 

 
             歳  

 
教職経験年数等 

         年目 

勤 

 

 

務 

 

 

校 

学            校            名 管轄教育事務所 

  

所            在            地 電話番号 

（〒      ─       ） 

（        ） 

 

─   

(E-mail)                                  * 添付ファイルを送付できるアドレスをお書きください。 

 

 

研 

究 

内 

容 

教科・領域 研          究          主          題 

  

指 

導 

所 

員 

氏                      名 所 属 部 

  

 

総合教育センターにおける、長期にわた

る研修(研究相談・長期研修・夏期研修） 

等の研究歴 

無 ・ 有  （該当を〇で囲み、有の場合は下記へも記入） 

年 度 研修講座名 研 究 領 域 

   

  ※１ 「管轄教育事務所」欄への記入 

        小中義務教育学校…管轄教育事務所名  県立高等・特別支援学校…「県立」   

市立高等学校・市立特別支援学校…「○○市」 と記載する。 

   ※２ 「教科・領域」欄への記入 

    教科の場合は教科名を、教科以外の場合は、研究領域（例：生徒指導、学級経営）を記載する。 

     ＊ ７月２２日（月）までにデータを主務者（杉山）へ送付する。 

メール：hiroto_sugiyama@pref.aichi.lg.jp 

mailto:hiroto_sugiyama@pref.aichi.lg.jp
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様式２（愛知県情報セキュリティポリシー第２９条関係） 
 

 年  月  日 

情報端末等持ち込み使用管理票 
 

 

 

 

 

 

 

持ち込み使用する者の所属 

 

 

 

持ち込み使用する者の 

職・氏名 

 

   

 

持ち込み使用する情報端末 

□パソコン □モバイル機器  

□その他（                 ） 

持ち込み使用する記録媒体 

□ＵＳＢメモリ □その他（     ） 

 

 

 メーカー・機種名等（           ） 

 

 

 メーカー・機種名等（       ） 

ウイルス対策ツールがインストールさ

れ、パターンファイルが最新の状態で

ある。 
（モバイル機器等でＯＳに有効なウイルス対策ツール

が存在しない場合は、備考欄にその旨を記載すること。） 

はい・いいえ 

オペレーティングシステム（ＯＳ）が最

新の状態である。 
はい・いいえ 

ファイル共有ソフトウェアや不正プロ

グラムがインストールされていない。 
はい・いいえ 

持ち込み使用を必要とする理由 

（研究名等、具体的に記入すること。）  

 

令和６年度 教育研究リーダー養成研修 

 

使用期間 

 

令和６年７月２３日から 令和７年２月１４日まで 

 

備考 

 

 

 

＊ 情報端末、USB メモリ等をセンターに持ち込む予定者は、必ず提出します。 

＊ ７/22（月）全体研修②の際、紙媒体１部を主務者・情報担当者に提出します。 

 

所  長 部  長 課 室 長 

   

 

受講者番号：     



「研究計画書」 
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・課題シート「目指す児童生徒像」（グループ協議➀）を基に作成し、指導所員の指導を受けて完成させます。 

・７/22（月）までに指導所員にデータを提出します。 

・７/22（月）の全体研修②で使用するため、紙媒体１部を印刷し、持参します。 



主題・仮説・手だてシート                        
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・７/22（月）全体研修②の演習で作成します。 

・グループ協議➁での検討と指導所員の指導を受けて修正し、７/31（水）までに指導所

員にデータを提出します。 



 

【研究構想図】 
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・８/２（金）全体研修③の演習で作成します。グループ協議での検討と指導所員の指導を

受けて修正し、８/19（月）までに指導所員にデータを提出します。 



 

【全体研修④】 
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令和６年度 研究中間報告書（教育研究リーダー養成研修） 

番号  所属校                   学校  氏 名  
指導所員 

確認欄 

 

研
究
主
題 

 

研
究
仮
説 

 

研
究
内
容
（研究構想・

だ
て
・
検
証
方
法
など）

 

 

今
後
の
研
究
計
画 

 

個別研修の実施日 

第１回 第２回 第３回 

月     日 月     日 月     日 

訪問研修の実施日 

第１回   月   日 

・事前に作成します。８/19（月）のグループ協議➃で使用するため、紙媒体を８部印刷して持参します。 

・グループ協議と指導所員の指導を受けて修正し、８/30（金）までに指導所員へデータを提出します。 
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「研究報告書」及び「研究抄録」の作成と提出について 

１ 研究報告書 

 (1) 作成上の注意 

書   式 Ａ４横書き（40字×45行）  文字サイズ10.5P 

ＭＳ明朝体（半角英数字のCenturyやTimes New Romanは明朝体に直す） 

ワード文書または一太郎文書 

枚   数 ・７ページ以内（第１ページは表紙とする） 

・研究主題、氏名、要約文等と参考文献一覧も含める。 

・図表などの資料も資料番号を付け、規程枚数内に収める。 

※本文の文字サイズの改変や貼付資料の判読しにくい縮小を行わない。 

提 出 物 研究報告書、報告書内に含まれる画像、グラフ等の元データ 

※点検の際に修正等を行う場合があるため、加工できるデータを送付する。 

記載様式 記載例（Ｐ.20～Ｐ.22）参照 

 (2) 研究報告書の正本 

製本して愛知県総合教育センター図書資料室に保管し、閲覧に供する。 

 (3) 作成について 

指導所員と十分に検討を重ねる。 

 (4) 提出について 

所属校内で起案し、所属長の決裁を受ける。 

 

２ 研究抄録 

 (1) 作成上の注意 

書   式 Ａ４横書き（40字×45行） 文字サイズ10.5P 

ＭＳ明朝体（半角英数字のCenturyやTimes New Romanは明朝体に直す） 

ワード文書または一太郎文書 

150字以上250字以内（38字×７行［７行目は22字以内］） 

提 出 物 研究抄録の元データ 

記載様式 記載例（Ｐ.23）参照 

記載内容 研究報告書１枚目〔研究の概要〕と同じ内容とする。 

 (2) ウェブページ掲載について 

研究抄録は、愛知県総合教育センターのウェブページに掲載しインターネット上に公開するので、

内容・表現等に配慮する。 

 

３ 研究報告書及び研究抄録の提出 

提出期限 令和７年１月15日（水）（厳守） 

送 り 先 愛知県総合教育センター研究部経営研究室 杉山 寛仁 宛てに電子メール

にて送付する。 メールアドレス：hiroto_sugiyama@pref.aichi.lg.jp 

送付上の注意事項 メールで送付できないほどデータが大きい場合は、ポータルサイトの「重要デ

ータ送受信システム」を利用する。 

 

mailto:hiroto_sugiyama@pref.aichi.lg.jp
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「研究報告書」作成及び提出上の留意事項 

 

１ 報告書における個人情報の取り扱いについて 

  個人（特に児童生徒）に関する情報を報告書中に記載または転載する場合には、特定の個人が

識別されないよう、または識別される可能性がないように次のことに留意する。 

(1) 氏名、性別、住所、生年月日、生育歴、家庭環境等、特定の個人についての情報は、記載ま

たは転載しない。児童生徒名は、アルファベット順に「児童Ａ、児童Ｂ、児童Ｃ・・・」「生

徒Ａ、生徒Ｂ、生徒Ｃ・・・」と表記し、イニシャル等は使用しない。 

なお、顔部分から個人が識別できるような写真は識別できないような処理を施すか、資料と

して使用しない。 

(2) 児童生徒の作文、感想文、記録等を記載または転載する場合には、報告書構成上必要な最小

限の範囲にとどめ、特定の個人が識別されることのないように留意する。 

 

２ 著作権の尊重 

  文章や図画、写真、音楽などを掲載する場合は、著作権の問題が生じることがあるため、次

のように配慮する。 

 (1) 児童生徒の作品（作文、絵画、デザイン、写真、音楽、研究成果、レポート等）も「著作

物」であるため、掲載する場合は、本人及び保護者の同意を得る。 

 (2) 書物等からの転載や引用については、著作権の侵害とならないように十分配慮する。 

 

３ 報告書の表記、記載資料について 

(1) 報告書中に貼付する文章・表・グラフ等の資料は枚数を最小限にとどめる。 

(2) 貼付する文書・資料等は、報告書の内容と関連が密接なものとし、縮小により判読しにくい

ことがないようにする。 

(3) 報告書の表記について、「愛知県総合教育センターコンテンツ表記上の統一事項（令和６年

度版）」に準じているか、点検を行ってから提出をする。 

(4) 報告書中の表・グラフ等は、修正が可能なようにそのまま貼り付ける。画像として貼り付け

る場合は、元となるデータを研究報告書・研究抄録のデータとともにメールで提出する。 

 

４ その他 

(1) 指導所員とメール等で連絡を取り合い、指導を受ける。 

(2) 指導所員と相談し、12月上旬をめどに下書きを提出し、指導を受ける。 

(3) 所属長の決裁を受けた上で、報告書を提出する。 



 - 20 -

「研究報告書」記載例 

１ 全体様式 

２ 表紙様式 

（用例：□－空白○●－氏名・本文等△半角スペース） 
                                              ﾍﾟｰｼﾞ番号 

 受講者番号 

意欲的な学級経営の在り方を求めて 

―相談活動を通して―  

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

                                      ○○○立○○○学校□ 

                                    愛□知□太□郎 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□〔研究の概要〕ああああああああああああああああああああああああああああああああ  

□□●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●□ 

□●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・□  

□●・・・・・・・・（要約 150 字以上 250 字以内）・・・・・・・・・・・・・・・□

□●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・□ 

□●・・・・・・・・※この要約部分は線で囲む。研究抄録と同じ※・・・・・・・・□

□●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・□

□●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。□□□□□□□□□□□□□□□□□     

＜検索用キーワード＞ ●●●●□●●●●□●●●●あああああああああああああああ 

あああああああああああ●●●●□●●●●□●●●●あああああああああああああああ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□目□□□□次□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□１□主題設定の理由・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・□２□□ 

□□２□研究の目標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・□３□□ 

□□３□研究の実際・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・□４□□ 

□□４□研究の結果と考察・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・□９□□ 

□□５□研究の成果と課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・□10□□ 

◆ １ページ、Ａ４判40字×45行、ＭＳ明朝体、10.5ポイントの書式で本文は６枚以内で作成する。 

◆ 引用文献は、本文とは別に１枚で作成する。 

◆ 余白は上下30㎜、左右25mmとする。 

◆ 各ページ右肩に算用数字でページ番号を付ける。表紙を第１ページとする。 

◆ 読点は「、」とする。「  」や（  ）内の文末に句点（。）は付けない。 

  「 」「 」の連続の場合、鍵括弧間の読点は付けない。 

◆ ２ケタ以上の数字は半角数字を用いる。 

◆ 漢字、送り仮名等の文字表記については「愛知県総合教育センターコンテンツ表記上の統一事項（令和 

６年度版）」に従う。 

研究主題、副題、学校名、

氏名は12ポイント 

番号のみ記す 

１～９番は全角 

10～33番は半角 

10.5ポイント 

◆ 表紙には、受講者番号、研究主題、副題、学校名、氏名、要約、検索用キーワード、目次を記入する。 

◆ 目次の項目は、研究内容に応じて適切に工夫する。 

◆ 研究主題、副題、学校名、氏名は12ポイント（ＭＳ明朝体）で作成する。 

◆ 研究の概要は、150文字以上250文字以内で記載する。（38文字×７行、７行目は22文字以内） 

◆  検索用キーワードは、内容を表していると思われる言葉を、５項目以上７項目以内、１項目15文字以内で

記載する。10.5ポイント（ＭＳ明朝体）。 

※内容を表していると思われる言葉を書く 

（15文字以内の単語で５項目以上７項目以内） 

ヘッダーの右上にページ番号

を入れる。ＭＳ明朝体半角

10.5ポイント 
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３ 本文の様式 

１□主題設定の理由□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□●●●●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●●●●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

２□研究の目標□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□●●●●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●●●●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

□(1)△●●●●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□●●●●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●●●●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

□□ア□●●●●●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□●●●●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●●●●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

□□□(ｱ)△●●●●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□●●●●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●●●●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●●●●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（資料１）。・・・・・・・・・・ 

●●●●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●●●●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●●●●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●●●●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●●●●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●●●●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●●●●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●●●●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●●●●●・・・・ ・・・・（写真３）。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

            

＊原稿用紙の使用法に従って書く。 

・書き出し、改行は１字空ける。 

 ・句読点（、。）や括弧（「  」（  ）＜  ＞等）は、それぞれ１字分とする。 

   ただし、行末にきたときは、行末のマスに文字とともに書き終える。 

＊括弧付き数字は、「(1) 小見出し」＝「半角括弧・半角数字・半角括弧・半角スペース・小見出し」の 

要領で記載する。括弧付き記号 (ｱ) も同じ要領で記載する。 

＊大・中・小項目のいずれの場合も、本文の１行目は１マス空けて書き始める。 

＊箇条書きの場合は、番号等を１マス下げ、文章は１マス空けて書き始める。頭に数字を付ける場合は、 

通常は丸付き数字（①②③‥）とする。 

＊資料や表、写真や図も、本文中に貼り付けておく。 

＊資料や表のキャプションは、上部（センタリング）に【資料１□○○○○】【表１□○○○○】のように 

ＭＳゴシック体で記載し、文中にはＭＳ明朝体で記す。 

例 「・・・（資料２）。」「資料２のように・・・」 

＊図や写真のキャプションは、下部（センタリング）に【写真３□○○○○】【図１□○○○○】のように 

ＭＳゴシック体で記載し、文中にはＭＳ明朝体で記す。 

例 「・・・（写真３）。」「写真３は、・・・」 

＊１ページ以上の資料や表、図は、原則、原稿の最後に付ける（３枚以内）。とする。 

＊研究報告書の章立ては、研究内容に応じて適切に工夫する。 

 

≪章立ての例≫ 

１ 主題設定の理由 

２ 研究の目標 

３ 研究の実際 

４ 研究の結果と考察 

５ 研究の成果と課題 

【資料１ ○○○○】 

【写真３ ○○○○】 
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25 

意欲的な学級経営の在り方を求めて 

―相談活動を通して― 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

東郷町立東郷小学校  

愛 知 太 郎 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□〔研究の概要〕 

□□                                     □ 
 

 

□□ 

 

 

＜検索用キーワード＞ 学級経営 相談活動 エンカウンター 

           共感的理解 逐語分析 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

目□□□□次 

□□１□主題設定の理由・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・□２□□  

２ 研究の目標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

３ 研究の実際・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

４ 研究の結果と考察・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５ 

５ 研究の成果と課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６ 

 

「研究報告書」 表紙例 

（研究の目標、目指す児童生徒像）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 

（仮説、手だて、実践）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・のような成果が得られた（結果・成果）。 ※研究抄録と同じ 
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「研究抄録」記載例 

 

受講者

番号 

研究主題 

―副題― 

所属校名 氏名 

１２３４５６７８９1011121314151617181920212223242526272829303132333435363738 

□（研究の目標、目指す児童生徒像）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 

□（仮説、手だて、実践）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・のような成果が得られた（結果・成果）。□□□□□□□□□□□□□□□□ 

≪例≫ 

25 
子どもの豊かなイメージを生かした科学的思考力の育成 

―６年生「水溶液の性質」の実践を通して― 

東郷町立愛知小学校 愛□知□太□郎 

□理科において、目に見えない事象をイメージ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・と考える。 

□本研究では、「・・・・」という仮説に基づいて実践を試み、・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・のような成果が得られた。（７行目は22字以内） 

◆記載項目 

 受講者番号  研究主題  所属校名  氏名  研究概要 

  ※受講者番号、研究主題、所属校名、氏名はセンタリングする。 

 

◆研究主題 

研究の「目指す姿」「対象領域・分野」「手だて」を端的な言葉で的確に表現する。 

論文の一番短い要約である。 

 

◆研究概要字数  

  150 字から 250 字 

（38 字×７行［※７行目は 22 字以内］、ＭＳ明朝体、10.5 ポイント） 

 

◆研究概要の内容  

研究のねらいや研究の内容だけでなく、研究の成果までを含めて述べる。 

研究報告書の表紙に記載する「研究の概要」と同じ内容を記載する。 

 

◆その他  

「研究抄録」は総合教育センターのウェブページに掲載される。 
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成果発表会スライド作成について 

１ 日程  令和７年２月１４日（金）全体研修 

  １０：００～１０：２０  成果発表①（本館２階各講義室） 

１０：２５～１０：４５  成果発表②（本館２階各講義室） 

１０：５０～１１：１０  成果発表③（本館２階各講義室） 

１１：１５～１１：３５  成果発表④（本館２階各講義室） 

１１：４０～１２：００  成果発表⑤（本館２階各講義室） 

１２：０５～１２：２５  成果発表⑥（本館２階各講義室） 

１２：３０～１３：３０  昼休憩 

１３：３０～１３：５０  成果発表⑦（本館２階各講義室） 

１３：５５～１４：１５  成果発表⑧（本館２階各講義室） 

 

２ 発表について 

・第１～７講義室を会場とし、グループ協議班（４～５名）ごとに発表を行う。 

・発表は１名につき20分（発表15分程度、質疑応答５分程度）とする。 

・受講者は、パワーポイント資料を作成し、発表する。 

・受講者は、発表者、司会者、記録係の役割を分担する。 

 ・空き時間は、他班の発表に参加する。（他班見学回数 ５名班：３回 ４名班：４回） 

 

３ パワーポイント資料について  

 ・発表用パワーポイントは、担当所員の指導を受けて作成する。 

・提出期限：令和７年２月５日（水）：データを主務者に送付する。（重要データ送受信システム等） 

 ・スライドは24枚以内とする。 

・研究報告書の内容を、簡潔にまとめる。 

・写真等で、個人が特定できないよう配慮する。 

・当日は紙媒体（用紙１枚につき４スライド、両面印刷）を20部準備し、講義室前に置く。 

 

★ スライドの内容（例） 

 

１ 研究主題 

 

２ 主題設定の理由 ３ 目指す児童生徒像 ４ 研究の仮説 

 

５ 手だて 

 

６ 研究構想図 ７ 研究の方法 
８ 同僚性の構築 

  について 

 

９ 実践内容 

 

10 実践内容 11 実践内容 12 実践内容 

 

13 実践内容 

 

14 実践内容 15 実践内容 16 実践内容 

 

17 実践内容 

 

18 実践内容 19 検証・考察 20 検証・考察 

 

21 研究の成果 

 

22 研究の課題 
23  同僚性の構築 

について 
24 まとめ 
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